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第 3 ・ 4 章では，因子数が l の因子分析モデルのみを扱った。第 3 章では，第 2章でのように観測変
量の次元 P を固定せず、に一致d性について議論した。即ち，推定量が真値を十分近似するために必要な標
-454-
本数 n が次元 P によってどのような影響を受けるかを理論的に考察した。主要な結果の 1 つは“最小 2




対して， Wil1iams は次元 P を増大させれば不確定性が減少する性質を利用して， p が無限大のときの極
限のモデルを定義し，このモデルにおいて，不確定性が除去されるための条件を与えた。さらに，彼は
回帰予測量が一意の共通因子へ P→∞のとき平均 2 乗収束することも示した。この章では，まず，この
接近法を母数モデルへ適用した。即ち 3 パラメータが既知のとき，適当な条件の下で P→∞のとき回帰












第 3 章は 1 因子のランダムモデルに限定してはし、るが，変数の次元と標本の大きさの 2 つの量のバラ
ンスに関する理論的な結果を得たのは本研究をもって初めてとする。著者はこの両者がともに無限大に
なるとき，その比が O に近づくならば最小 2 乗推定量が確率収束の意味で一致性を持つことを示した。
さらに概収束の意味での一致'性についても 1 つの結果を得て，モンテカル口実験によって検証しているO
第 4 章は共通因子の推測を扱い，著者は付加変数を適当に構成することにより共通因子に伴う不確定
性を任意に小さくすることができることを示した。また適当な条件の下で、共通因子の回帰推定量が真
値に平均 2 乗収束することを証明した。
これらの結果は因子分析法の数学理論への著しい貢献であって，博士論文として価値あるものと認め
る。
